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当
面
の
予
定 

 

◇
12
月
15
日
（
日
） 

 
 

 

こ
ど
も
会･

老
人
会
鈴
の
森
掃
除 

 

◇
１
月
12
日
（
日
） 

合
格
祈
願
祭
（
中
学
Ｐ
Ｔ
Ａ
主
催
） 

◇
2
月
23
日(

日) 

自
主
防
災
訓
練 

◇
３
月
９
日
（
日
） 

 
 

 
 

 
 

第
４
回
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会 

祭
礼
行
事
の
お
知
ら
せ 

◆
１
月
１
日
～
３
日 

 

正
月
祭
り
（
鈴
の
森･

恵
美
酒･

高
藤 

稲
荷
神
社
） 

◆
１
月
12
日
（
日
）
10
時 

冬
え
び
す
（
恵
美
酒
神
社
） 

 

一
戸
あ
た
り
２
０
０
円
の
賽
銭 

◆
１
月
12
日
（
日
）
16
時
～
19
時 

と
ん
ど
（
鈴
の
森･

高
藤
稲
荷
神
社
） 

以
下
、
宮
当
番[

６
隣
保]

よ
り 

◇
２
月
２
日
（
日
）
17
時
30
分
～
20
時 

節
分
祭
〔
年
越
祭
〕
歳
灯 

（
鈴
の
森･

高
藤
稲
荷
神
社
） 

◇
２
月
９
日
（
日
）
10
時 

初
午
祭
（
高
藤
稲
荷
神
社
） 

協
議
員
会
は
今 

 

             
 

               
 

 

      

 
 
 
 
 
 
 
 

 

                              

９
～

11
月
の
協
議
員
会
で
の
報 

 

 

9

～
11

月
の
協
議
員
会
で
の
報

告
・
検
討
内
容
を
一
部
紹
介
し
ま
す
。 

① 
 

秋
祭
り
の
準
備
と
反
省 

② 

道
普
請
内
容
確
認 

③ 

次
年
度
辻
川
区
内
要
望
集
約 

④ 

賃
貸
住
宅
の
自
治
会
費
ル
ー
ル 

⑤ 

総
合
自
主
防
災
訓
練
確
認 

⑥ 

フ
ラ
ワ
ー
ポ
ッ
ト
の
植
替 

⑦ 

年
末
の
自
治
会
徴
収
準
備 

 

 
 
 
 

 
 
 

 

 

 

             

 
      

 

                 

事
業
報
告 

◆
９
月
１４
日
（
土
） 

隣
保
長･

各
種
団
体
役
員
会
議 

①
秋
祭
り
に
つ
い
て 

②
新
公
民
館
建
設
候
補
地
検
討 

③
道
普
請
に
つ
い
て 

④
令
和
７
年
度
要
望
書
に
つ
い
て 

⑤｢

民
俗
学
の
夕
べ｣

の
振
り
返
り 

⑥
総
合
自
主
防
災
訓
練
概
要
報
告 

◆
９
月
２８
日
（
土
） 

鈴
の
森
神
社
掃
除
（
老
人
会
・
協
議
員

） 

秋
祭
り
に
向

け
て
境
内
の
草

引
き
や
剪
定
、

駐
車
場
や
山
す

そ
の
草
刈
り
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
活
動
は 

「
全
国
一
斉
社
会
奉
仕
の
日
」
の
取

り
組
み
と
し
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

◆
９
月
２９
日
（
日
） 

 

道
普
請
及
び
雲
津
川
等
掃
除 

今
年
も

秋
祭
り
に

向
け
て
区

内
の
街
路

が
き
れ
い

に
な
り
ま

し
た
。
ま

た
、
９
・
１５

隣
保
の
皆

さ
ん
の
手
伝
い
で
雲
津
川
が
下
の

写
真
の
よ
う
に
。
併
せ
て
登
記
所
跡

グ
ラ
ン
ド
の
草
刈
り
や
刈
り
集
め

た
ゴ
ミ
の
処
理
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

◆
１０
月
１２
日
（
土
）･

１３
日
（
日
） 

秋
祭
り 

今
年
も
祭
典
委
員
会
を
中
心
に

楽
し
い
祭
り
に
す
る
た
め
に
様
々

な
工
夫
や
準
備
が
進
め
ら
れ
、
青
年

団
と
乗
り
子
た
ち
の
頑
張
り
で
無

事
当
日
を
迎

え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

乗
り
子
の
保

護
者
の
皆
さ

ん
に
は
、
今

年
も
シ
デ
作

り
を
担
っ
て

も
ら
い
ま
し

た
。 当

日
は
、

青
年
団
の
熱

き
思
い
が
天 

ま
で
届
き
、

す
ば
ら
し
い

天
候
に
恵
ま
れ
、
宵
宮
・
本
宮
と
も

 

年
の
瀬
が
近
づ
き
ま
し
た 

区
長 

 

田
﨑 

正
和 

秋
の
取
入
れ
が
終
り
、『
天
高
し 

屋
台
捧さ

さ

ぐ
る 

練
り
子
た
ち
』
か
ら
『
葉
書
来
て 

笛
近
付
き
て 

里
神
楽

か

ぐ

ら

』
へ
、
そ
し
て
『
な
だ
ら
か
な
る 

里
の

山
々 

淑
気

し
ゅ
く
き

満
つ
』
の
正
月
を
迎
え
る
と
き
と
な

り
ま
し
た
（
以
上
の
俳
句
は
６
隣
保
西
關
眞
理
子

さ
ん
の
「
幼
き
日
の
思
い
出 

十
五
句
」
よ
り
）。

今
も
残
る
辻
川
の
昭
和
の
風
景
は
私
た
ち
に
安

心
感
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。 

 

さ
て
、
協
議
員
会
で
半
年
間
話
し
合
い
を
続

け
、
や
っ
と
区
内
集
合
住
宅
17
オ
ー
ナ
ー
24
棟

へ
の
自
治
会
費
徴
収
統
一
ル
ー
ル
が
で
き
ま
し

た
。
現
在
、
集
合
住
宅
の
中
に
は
区
内
に
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
自
治
会
入
り
を
し
て
い
な
い
と

の
理
由
等
で
環
境
整
備
費
や
消
防
費
を
負
担
し

て
い
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
で
も
住
宅
地
か

ら
の
雨
水
は
近
く
に
溝
に
流
れ
込
み
、
入
居
者
は

地
域
の
道
を
通
っ
て
生
活
し
て
い
ま
す
。
消
防
団

の
「
火
の
用
心
」
パ
ト
ロ
ー
ル
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
も

聞
か
れ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
地
域
の
溝
や
道

は
近
く
の
住
民
が
溝
浚さ

ら

え
や
草
刈
な
ど
を
し
て

維
持
管
理
に
努
め
て
い
ま
す
。
今
回
の
新
ル
ー
ル

は
全
て
の
受
益
者
に
応
分
の
負
担
を
お
願
い
す

る
も
の
で
す
が
、
従
来
か
ら
自
治
会
入
り
を
し
て

い
る
集
合
住
宅
で
は
総
じ
て
減
額
に
な
り
ま
す

の
で
、
全
体
と
し
て
は
昨
年
度
よ
り
１
％
余
り
の

収
入
減
に
な
っ
て
い
ま
す
。
と
は
い
え
、
こ
の
年

末
か
ら
の
新
ル
ー
ル
一
斉
適
用
は
時
間
的
に
無

理
で
し
た
。
来
年
度
か
ら
の
実
施
を
め
ざ
し
、
ま

ず
は
未
徴
収
の
ア
パ
ー
ト
か
ら
オ
ー
ナ
ー
へ
の

協
力
依
頼
を
始
め
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

ホームページ 
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10/７鈴の森神社 宮入 
AFTER     BEFORE     

【
お
知
ら
せ
】 

●
令
和
6
年
度
中
に
辻
川
北
交
差
点 

に
防
犯
カ
メ
ラ
が
設
置
さ
れ
る
こ
と 

に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
昨
年
の
近 

隣
で
の
猟
奇
的
な
事
件
を
受
け
区
長 

会
と
し
て
町
に
要
望
し
て
い
た
も
の 

で
、
今
年
度
各
校
区
に
1
台
ず
つ
設 

置
さ
れ
る
分
が
当
交
差
点
に
優
先
さ 

れ
ま
し
た
。
維
持
管
理
も
町
が
行
い 

ま
す
。 

●
現
公
民
館
地
の
昭
和
10
年
共
有
登 

記
者
10
名
の
子
孫
の
戸
籍
収
集
作
業 

の
進
捗
状
況
は
11
月
現
在
約
75
％ 

で
、
２
月
に
は
相
続
調
査
が
完
了
す 

る
予
定
（
大
野
偉
貴
司
法
書
士
）
と 

の
こ
と
で
す
。 

   

10/12鈴の森神社 宮出 10/13本宮の朝 鏡開き 



に
勇
壮
な
練

り
を
披
露
し

ま
し
た
。
特

に
本
宮
宮
出

の
４
台
練
り

は
見
事
で
し

た
。
何
よ
り

も
木
方
、
棒

端
、
青
年
団
、
消
防
団
を
中
心
に
一

致
協
力
し
て
臨
め
た
こ
と
に
、
そ
し

て
、
屋
台
蔵
周
辺
の
皆
さ
ん
の
ご
理

解
、
ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

祭
り
後
の
祭
典
委
員
会
の
反
省

で
出
た
意
見
を
一
部
紹
介
し
ま
す
。 

・
法
被
の
新
旧
の
混
合
は
期
限
を
切

る
時
期
が
き
て
い
る
の
で
は
。 

・
区
内
の
休
憩
場
所
で
ゴ
ミ
が
残
っ

て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
練
り
子

も
含
め
全

員
で
片
付

け
を
。
。 

・
宵
宮
の

夜
に
温
か

い
豚
汁
が

あ
っ
て
よ

か
っ
た
。 

・
来
年
か
ら
区
と
し
て
、
秋
祭
り
に

つ
い
て
の
従
来
か
ら
の
申
し
合
わ

せ
や
特
記
事
項
を
ま
と
め
て
回
覧

す
る
こ
と
に
。 

◆
11
月
２
日
（
土
） 

臨
時
隣
保
長･

各
種
団
体
役
員
会
議 

主
と
し
て
、
10
月
26
日
の
自
主

防
災
組
織
委
員
会
を
受
け
て
17
日

の
防
災
訓
練
の
打
ち
合
わ
せ
を
行

い
、
安
否
確
認
タ
オ
ル
を
417
世
帯

に
配
布
し
ま
し
た
。 

◆
11
月
17
日
（
日
） 

辻
川
区
総
合
自
主
防
災
訓
練 

平
成
30

年
以
来
の
総
合
防
災
訓
練

に
233
名
の
区
民
が
集
い
ま
し
た
。

訓
練
の
流
れ
に
沿
っ
て
内
容
を
報

告
す
る
と
… 

①
全
世
帯
参

加
の
安
否
確

認
タ
オ
ル
掲

示
（
左
表 

）

②
区
内
５
ヶ
所
で
消
防
団
に
よ
る

消
火
栓
放
水
訓
練
。
③
避
難
所
に
指 

定
さ
れ
て
い

る
公
民
館
へ

避
難
（
地
震 

・
洪
水
危
険

箇
所
を
確
認

し
な
が
ら
。
２

ヶ
所
か
ら
模
擬

要
援
護
者
の
車

椅
子
誘
導
。
３

ヶ
所
か
ら
模
擬

負
傷
者
の
担
架 

搬
送
）
。 

④
緊
急
対
策

本
部
に
隣
保

長
・
消
防
団

員
か
ら
避
難 

状
況
・
危
険
箇
所
の
報
告
。 

⑤
能
登
半
島
地

震
被
災
地
支
援

報
告
会
（
兵
教

委
震
災
・
学
校

支
援
チ
ー
ム
員

の
１０
隣
保
浅
井

信
人
氏
）
。
聴
衆
は
120
名
を
超
え
、

２
階
大
広
間
が
い
っ
ぱ
い
に
。 

⑥
心
肺
蘇
生
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
訓
練
／
簡

易
担
架
作
り
と
段

ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド･

簡
易
ト
イ
レ
作
り

／
備
蓄
食
体
験
を

３
班
に
分
か
れ
て

順
に
体
験
。 

防
災
訓
練
後
、
防
災
組
織
委
員
会

の
反
省
会
で
出

た
意
見
を
一
部

紹
介
し
ま
す
。 

・
要
介
護
者
を

車
椅
子
で
誘
導

す
る
際
に
は
、

停
電
や
散
乱
し
た
が
れ
き
も
想
定

し
た
訓
練
と
、
お
願
い
し
て
い
る
地

域
支
援
者
と
の
連
携
訓
練
も
重
要
。 

・
備
蓄
食
に
は
高
齢
者
の
食
べ
や
す

い
粥か

ゆ

の
よ
う
な
も
の
も
必
要
。 

・
大
災
害
に
備
え
る
た
め
に
も
普
段

か
ら
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
作
り
が
大
切
で
あ
る
。 

・
小
学
生
は
簡
易

担
架
作
り
と
体
験

に
興
味
津
々

し
ん
し
ん

。
訓

練
は
皆
が
楽
し
め

る
内
容
も
大
切
。 

私
の
昭
和
の
時
代
（
第
４
話
） 

『
辻
川
で
も
行
わ
れ
て
い
た
狐
追

き

つ

ね

お

い
』 

 

柳
田
國
男
は
「
故
郷
七
十
年
」
に
「
私

の
子
供
の
こ
ろ
辻
川
に
は
狐
狩
り
と
い

う
行
事
が
、
一
月
十
四
日
の
夜
か
ら
翌

朝
に
か
け
て
行
わ
れ
て
い
た
」
と
記
す
。

狐
狩
り
（
狐
追
い
）
と
は
「
小
正
月
の

前
夜
に
行
う
狐
に
象
徴
さ
れ
る
害
獣
を

ム
ラ
か
ら
追
い
出
し
福
を
招
く
行
事
」

の
こ
と
で
、
鳥
取
県
・
兵
庫
県
・
大
阪

府
の
北
部
か
ら
京
都
府
・
福
井
県
に
か

け
て
分
布
し
て
い
る
と
の
こ
と
。
町
内

で
は
今
も
八
千
種
の
西
大
貫
区
・
南
大

貫
区
そ
し
て
鍛
冶
屋
区
の
「
か
く
し
ほ

ち
ょ
じ
」
の
中
に
残
っ
て
い
る
そ
う
だ
。 

南
大
貫
区
で
は
五
穀
豊
穣

ほ
う
じ
ょ
う

を
願
っ

て
ム
ラ
の
中
を
回
る
と
き
に
、
親
キ
ツ

ネ
（
大
人
）
が
「
キ
ツ
ネ
の
オ
ロ
ヨ
」

と
言
っ
た
後
、
子
キ
ツ
ネ
（
子
ど
も
）

が
「
オ
ロ
オ
ロ
ヨ
」
と
続
く
。
鍛
冶
屋

区
で
は
「
キ
ツ
ネ
ガ
イ
オ
ロ
ロ
」
と
一

人
が
言
い
、
他
の
人
が
続
い
て
「
オ
ロ

ヨ
」
と
繰
り
返
す
。
柳
田
は
「
故
郷
七

十
年
」
で
、
國
男
少
年
が
育
っ
た
明
治

前
期
の
「
辻
川
で
は
オ
ロ
ロ
追
い
と
い

い
、
単
に
理
由
も
な
い
行
事
と
し
て
残

っ
て
い
た
。
オ
ロ
ロ
と
は
物
を
探
す
と

き
の
掛
声
で
あ
ろ
う
が
、
子
供
ら
が
群

れ
を
作
っ
て
、
寒
い
夜
更
け
の
街
道
を

村
の
外
れ
ま
で
「
オ
ロ
ロ
や
オ
ロ
ロ
」

と
叫
び
な
が
ら
歩
く
の
で
あ
っ
た
」
と

書
い
て
い
る
。
柳
田
は
ま
た
「
も
と
も

と
日
本
人
は
狐
を
狡
猾

こ
う
か
つ

な
警
戒
す
べ
き

も
の
と
し
て
は
見
ず
、
感
謝
と
尊
敬
を

以も
っ

て
対
す
べ
き
動
物
と
し
て
信
仰
し
、

人
知
の
及
ば
な
い
、
例
え
ば
豊
凶
を
占

え
ば
、
そ
れ
を
教
示
し
て
く
れ
る
も
の

と
考
え
て
い
た
」
と
も
記
し
て
い
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

柳
田
は 

幼
い
頃
「 

狐
を
少
し 

も
不
思
議 

な
も
の
と 

し
て
は
思
わ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

氏
神
の
あ
る
傾
斜
地
の
横
手
に
は
、
七

つ
か
八
つ
ほ
ど
も
そ
の
穴
が
あ
っ
た
よ

う
に
思
う
が
、
一
度
も
姿
を
見
た
こ
と

は
な
か
っ
た
」
辻
川
山
に
は
、
今
も
キ

ツ
ネ
が
す
む
。
辻
川
山
南
麓
の
1
隣
保

地
に
は
毎
晩
の
よ
う
に
出
没
し
農
作
物

が
荒
ら
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
。
辻
川
に

は
狐
に
騙だ

ま

さ
れ
た
民
話
も
残
る
。
機
会

が
あ
れ
ば
紹
介
し
た
い
。〔
田
﨑 

正
和
〕 

                 

      

１ 11/13 ９ 23/38 17 7/10 

２ 7/16 10 16+/75 18 8/8 

３ 18/31 11 6/10 19 9/10 

４ 6/6 12 11/12 20 9/15 

５ 9/15 13 11/21 21 9/16 

６ 7/7 14 7/21 22 39/40 

７ 8/10 15 8/18  

８ 8/12 16 11/13 

簡易ベッド作り 災害支援報告会 

10/13  

心肺蘇生法講習 

安否確認タオル 

※
１ 

柳
田
は
、
稲
荷
信
仰
は
田
の
神
へ
の
信
仰
か

ら
発
生
し
た
と
す
る
。
稲
の
稔
り
（
稲
成
り
）
の
季

節
に
山
か
ら
下
り
て
く
る
狐
は
、
春
先
に
山
を
下

り
て
来
る
田
の
神
の
先
導
を
つ
と
め
る
神
使
と
み

な
さ
れ
て
い
た
と
考
え
る
。 

［
参
考
・引
用
文
献
］ 

『
故
郷
七
十
年
』柳
田
國
男
（１
９
５
８
） 

『
民
俗
学
の
ふ
る
さ
と
辻
川
』
12
話
・
38
話 

辻
川

史
編
集
委
員
会
（
２
０
２
３
） 

『
福
崎
町
文
化
財
保
存
活
用
地
域
計
画
資
料
編
』 

福
崎
町
社
会
教
育
課
（２
０
２
３
） 

『
福
崎
町
文
化
』第
36
号
（
２
０
１
９
） 

 

出典；福崎むかし話 

「尾先白右衛門」 

※
１ 

柳
田
は
、
稲
荷
信
仰
は
田
の
神
へ
の
信
仰

か
ら
発
生
し
た
と
す
る
。
稲
の
稔
り
（
稲
成
り
）

の
季
節
に
山
か
ら
下
り
て
く
る
狐
は
、
春
先
に

山
を
下
り
て
来
る
田
の
神
の
先
導
を
つ
と
め
る

神
使
と
み
な
さ
れ
て
い
た
と
考
え
る
。 

［参
考
・引
用
文
献
］ 

『故
郷
七
十
年
』柳
田
國
男
（１
９
５
８
） 

『民
俗
学
の
ふ
る
さ
と
辻
川
』
12
話
・
38
話  

辻
川
史
編
集
委
員
会
（２
０
２
３
） 

『
福
崎
町
文
化
財
保
存
活
用
地
域
計
画
資
料

編
』 

福
崎
町
社
会
教
育
課
（２
０
２
３
） 

『福
崎
町
文
化
』第
36
号
（２
０
１
９
） 

消火栓訓練 担架搬送訓練 

10/13 蔵入

隣 

保 
隣 

保 

参加 

/配布 

参加 

/配布 

隣 

保 

参加 

/配布 

編
集
後
記 

前
回
69
号
の
辻
川
だ
よ

り
の
『
◆
５
月
19
日
（
日
）
溝
普
請
』

の
記
事
に
は
、
６
月
２
日
の
協
議
員
作

業
の
内
容
も
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
訂

正
を
お
願
い
し
ま
す
。 

先
日
の
防
災
訓
練
で
は
能
登
半
島

被
災
地
支
援
の
報
告
会
が
部
屋
い
っ

ぱ
い
に
。
「
天
災
は
忘
れ
た
頃
に
や
っ

て
来
る
」
。
い
つ
も
関
心
を
持
っ
て
お

き
た
い
も
の
で
す
ね
。〔
吉
田 

和
司
〕 

車椅子搬送訓練 

合 計 

248+/417

世帯 

簡
易
担
架
作
り 


